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京
都
国
立
博
物
館
を
定
年
退
職
し
て
か
ら
早
く
も
四
年
に
な
る
。

　

調
査
員
と
し
て
月
に
数
回
程
度
、
館
に
出
向
い
て
、
在
職
中
に
未
整
理
の
ま

ま
残
し
た
資
料
整
理
に
あ
た
る
以
外
は
、
特
に
制
約
も
な
く
、
自
宅
で
何
不
自

由
な
く
研
究
に
没
頭
で
き
る
十
分
な
時
間
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、
元
来
の
遅
筆

か
ら
、
相
変
わ
ら
ず
論
文
原
稿
の
締
め
切
り
に
追
わ
れ
苦
し
ん
で
い
る
。

　

い
ま
書
い
て
い
る
の
は
、
清
末
に
生
き
た
江
蘇
揚
州
の
画
家
、
陳
崇
光
（
一

八
三
八
？
～
一
八
九
六
）
の
画
風
展
開
に
つ
い
て
の
論
稿
で
あ
る
。

　

近
代
揚
州
随
一
の
画
家
と
し
て
黄
賓
虹
か
ら
絶
賛
さ
れ
、
沈
雄
渾
厚
と
評
さ

れ
た
陳
崇
光
の
画
は
、
山
水
・
人
物
・
花
卉
・
鳥
獣
と
分
野
も
幅
広
く
、
し
か

も
分
野
ご
と
に
手
本
と
す
る
画
家
が
異
な
る
せ
い
か
、
雰
囲
気
を
大
き
く
変
え

る
。
揚
州
の
風
俗
を
題
材
と
し
な
が
ら
、
同
時
代
の
作
風
に
飽
き
足
ら
ず
、
宋

元
の
古
様
を
も
取
り
込
ん
で
巧
み
に
融
合
さ
せ
た
画
風
は
、
見
事
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
滋
賀
県
能
登
川
の
観
峰
館
に
は
、
黄
賓
虹
の
評
価
を
裏
付
け
る

陳
崇
光
の
優
品
が
数
多
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

陳
崇
光
の
絵
画
作
品
を
含
め
、
二
万
点
を
超
え
る
中
国
近
代
書
画
が
観
峰
館

に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
一
時
そ
の
整
理
を
手
伝
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
館

の
運
営
母
体
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
日
本
習
字
教
育
財
団
の
創
立
者
、
原
田
観

峰
氏
（
一
九
一
一
～
一
九
九
五
）
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
そ
の
大
半
は
文
化
大
革
命
の
時
期
を
中
心
に
中
国
か
ら
大
量
に
放
出
さ
れ

た
も
の
の
購
入
品
で
あ
り
、
玉
石
混
交
と
も
い
え
る
が
、
陳
崇
光
を
は
じ
め
一

流
作
家
の
作
品
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。

　

次
に
紹
介
す
る
陳
崇
光
の
中
年
期
の
人
物
画
も
観
峰
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
点

で
あ
る
が
、
古
画
を
手
本
と
し
な
が
ら
揚
州
の
伝
統
的
な
風
俗
を
巧
み
に
織
り

込
ん
だ
陳
崇
光
な
ら
で
は
の
作
画
法
が
よ
く
窺
え
る
作
品
で
あ
る
。

一
、
陳
崇
光
「
倣
蘇
漢
臣
元
宵
嬰
戯
図
」 

�

（
光
緒
四
年
、
一
八
七
八
）（
図
1
）

　

款
記
に
南
宋
の
蘇
漢
臣
に
倣
う
と
い
う
も
の
の
、
実
際
に
は
、
蘇
漢
臣
の
画

風
を
踏
襲
し
て
描
か
れ
た
明
の
中
期
頃
の
浙
派
の
嬰
戯
図
を
手
本
に
し
た
と
思

わ
れ
る
人
物
図
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
写
す
の
で
は
な
く
、
陳
崇
光
が

生
き
て
い
た
当
時
も
盛
ん
に
催
さ
れ
て
い
た
揚
州
の
年
中
行
事
の
様
子
を
、
細

部
描
写
に
よ
り
、
巧
妙
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

白
梅
や
水
仙
の
花
が
咲
き
誇
り
、
大
き
な
太
湖
石
が
据
え
置
か
れ
た
庭
先

を
、
五
人
の
子
供
た
ち
が
隊
を
組
ん
で
、
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
に
ぎ

や
か
に
行
進
す
る
。

79



　

梅
の
枝
先
に
は
、

宮
灯
と
呼
ば
れ
る
、

赤
い
紐
飾
り
の
つ
い

た
提
灯
が
掛
け
ら
れ
、

子
供
の
ひ
と
り
は
蓮

華
の
形
の
提
灯
を
持

ち
、
正
月
十
五
日
の

宵
に
催
さ
れ
る
灯
篭

ま
つ
り
、
元
宵
祭
を

暗
示
す
る
。
五
人
の
中
、
図
像
的
意
味
合
い
に
お
い
て
特
に
重
要
な
の
は
、
先

頭
を
行
く
子
供
で
、
冠
を
被
り
、
朱
衣
を
着
て
、
胸
に
は
文
官
一
品
を
示
す
仙

鶴
補
子
を
付
け
て
い
る
。
左
手
に
寿
老
人
の
人
形
を
持
ち
、
右
手
に
は
人
物
の

描
か
れ
た
旗
を
執
っ
て
掲
げ
る
。

　

旗
中
の
人
物
（
図
2
）
は
、
小
さ
い
な
が
ら
、
細
部
ま
で
緻
密
に
描
か
れ
て

い
る
。
幞
頭
と
呼
ば
れ
る
頭
巾
を
被
り
、
金
線
で
縁
取
ら
れ
た
朱
衣
を
着
る
。

右
手
に
花
枝
を
持
っ
て
高
く
掲
げ
、
歩
行
の
態
を
取
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の

は
、
幞
頭
の
下
部
か
ら
左
右
に
伸
び
る
、
両
脚
と
呼
ば
れ
る
棒
状
の
紐
の
付
け

根
に
、
金
色
の
花
枝
を
挿
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

最
初
、
こ
れ
が
何
者
な
の
か
不
明
で
あ
っ
た
が
、
揚
州
関
係
の
文
献
を
探
る

う
ち
に
、
竃
神
の
姿
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

清
の
林
蘇
門
が
揚
州
の
習
俗
を
歌
っ
た
、『
邗
江
三
百
吟
』（
嘉
慶
一
三
年
、

一
八
〇
八
、
刊
）
の
巻
三
・「
跳

ち
ょ
う

竃そ
う

王お
う

」
に
、
次
の
よ
う
な
詩
を
載
せ
る
。

居
然
烏
帽
挿
金
花
、
風
雪
門
前
酔
語
嘩
。

不
識
逢
人
頻
道
好
、
年
年
好
事
是
誰
家
。

さ
な
が
ら
に
、
黒
い
頭
巾
に
金
色
の
花
を
挿
し
、

吹
雪
の
舞
う
門
前
は
、
酔
っ
払
っ
た
呼
び
声
が
か
ま
び
す
し
い
。

誰
彼
と
無
く
、
逢
う
人
ご
と
に
し
き
り
に
「
好よ

し
」
と
い
う
が
、

さ
て
今
年
は
、
ど
の
家
に
幸
福
が
訪
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
詩
の
小
引
で
揚
州
の
跳
竃
王
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。

丐
者
、
一
人
頭
戴
紅
紙
貼
金
帽
、
手
持
竹
竿
、
口
喝「
来
得
早
、
大
元
宝
」

諸
語
、
一
人
但
応
声
曰
、「
好
」。
臘
尽
春
初
、
沿
門
跳
而
乞
銭
与
食
、
曰

「
跳
竃
王
」。

乞
食
が
ひ
と
り
紅
紙
に
金
を
貼
り
付
け
た
帽
子
を
被
り
、
手
に
竹
竿
を

持
っ
て
、「
早
く
や
っ
て
来
い
、
大
き
な
元
宝
銭
」
な
ど
と
呼
び
叫
ぶ
。

ひ
と
り
が
こ
れ
に
応
じ
て
、「
好
し
」
と
答
え
る
。
年
末
年
始
に
、
門
口

図 2 　同前部分　旗中の人物：竃神

図 1 　‌�陳崇光「倣蘇漢臣元宵嬰戯図」光
緒四年（1878）作　絹本着色　縱
84.0cm　横34.4cm　滋賀　観峰館
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に
沿
っ
て
跳
ね
回
り
、
金
銭
と
食
物
を
乞
う
。
こ
れ
を
跳
竃
王
と
い
う
。

　

こ
の
跳
竃
王
は
、
揚
州
に
近
い
蘇
州
で
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
但

し
そ
の
期
間
は
揚
州
と
は
異
な
り
、
年
内
に
終
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
蘇
州
の

年
中
行
事
を
伝
え
る
顧
禄『
清
嘉
録
』（
道
光
十
年
、
一
八
三
〇
、
刊
）巻
一
二
・

十
二
月
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

月
朔
、
乞
児
三
五
人
為
一
隊
、
扮
竃
公
竃
婆
、
各
執
竹
枝
、
躁
於
門
庭
以

乞
銭
、
至
二
十
四
日
止
、
謂
之
跳
竃
王
。

月
朔は

じ
めよ
り
、
乞こ
じ
き児
三
五
人
一
隊
を
為
し
、
竃
公
・
竃
婆
に
扮
し
、
各
の

竹
枝
を
執
り
、
門
庭
に
躁
い
で
以
て
銭
を
乞
う
、
二
十
四
日
に
至
り
て
止

む
、
之
を
跳
竃
王
と
謂
う
。

　

竃
王
、
す
な
わ
ち
か
ま
ど
の
神
、
竃
神
は
、
中
国
で
は
、
民
間
信
仰
の
普
及

と
共
に
広
く
祭
ら
れ
、
一
家
の
禍
福
吉
凶
を
司
る
家
庭
神
と
し
て
信
奉
さ
れ
て

き
た
。
竃
神
は
家
族
の
一
年
間
の
善
行
・
悪
行
を
調
べ
、
一
般
に
は
旧
暦
十
二

月
二
十
三
日
に
昇
天
し
て
、
玉
皇
上
帝
に
報
告
し
、
そ
の
如
何
に
よ
っ
て
、
翌

年
の
家
族
の
禍
福
が
決
ま
る
と
さ
れ
る
。

　

従
っ
て
、
図
の
先
頭
を
行
く
子
供
は
、
竃
神
を
描
い
た
旗
を
持
ち
、
自
ら
も

玉
皇
上
帝
配
下
の
文
官
で
あ
る
竃
神
の
扮
装
を
し
て
跳
竃
王
の
主
役
を
演
じ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

　

要
す
る
に
、
南
宋
の
蘇
漢
臣
に
倣
っ
た
と
い
う
こ
の
絵
は
、
子
供
た
ち
が
、

元
宵
日
（
旧
暦
正
月
十
五
日
）
に
、
乞
食
た
ち
の
跳
竃
王
を
ま
ね
て
、
遊
び
ま

わ
っ
て
い
る
様
子
を
描
い
た
も
の
で
、
古
風
な
画
様
で
は
あ
り
な
が
ら
、
陳
崇

光
が
見
慣
れ
た
揚
州
の
年
中
行
事
を
巧
み
に
織
り
込
ん
だ
風
俗
図
と
い
え
る
。

　

款
記
に
よ
り
、
姻
戚
関
係
に
あ
る
耕
巌
な
る
人
物
の
家
庭
の
幸
福
を
願
っ
て

描
か
れ
た
作
品
と
わ
か
る
が
、
二
年
後
の
光
緒
六
年
（
一
八
八
〇
）
に
も
、
こ

の
耕
巌
の
た
め
に
、
跳
竃
王
を
扱
っ
た
図
を
陳
崇
光
は
作
っ
て
い
る
。

　

そ
の
図
も
同
じ
く
観
峰
館
収
蔵
品
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
陳
崇
光

が
描
い
た
追
儺
図
」（『
観
峰
館
紀
要
』
第
三
号　

二
〇
〇
七
年
）
で
既
に
論
じ

て
い
る
が
、
こ
の
「
倣
蘇
漢
臣
元
宵
嬰
戯
図
」
と
比
較
す
る
と
、
古
典
学
習
の

成
果
を
さ
ら
に
高
め
、
古
画
に
拘
束
さ
れ
な
い
陳
崇
光
独
自
の
画
風
を
よ
り
完

璧
な
も
の
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

そ
の
過
程
を
逆
に
辿
る
こ
と
に
な
る
が
、「
倣
蘇
漢
臣
元
宵
嬰
戯
図
」
の
よ

う
に
、
絵
の
依
頼
主
の
意
を
汲
ん
で
、
本
来
の
図
柄
に
筆
を
加
え
て
自
在
に
改

変
す
る
技
術
を
陳
崇
光
は
こ
れ
以
前
か
ら
修
得
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次

の
文
献
資
料
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

二
、「
風
塵
三
侠
図
」

　

黄
賓
虹
は
、
陳
崇
光
が
沈
雄
渾
厚
と
い
う
独
得
の
画
風
を
形
成
で
き
た
の

は
、
安
徽
合
肥
の
蒯か

い

氏
の
家
に
寄
寓
し
て
、
宋
元
の
名
人
の
真
蹟
を
多
数
閲
覧

し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う（
１
）。

　

そ
の
蒯
氏
一
族
の
惣
領
に
あ
た
る
蒯
徳
模
が
江
蘇
蘇
州
の
長
洲
県
知
県
を
務

め
て
い
た
同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
か
ら
同
六
年
（
一
八
六
七
）
に
か
け
て
の

頃
、
陳
崇
光
は
、
蘇
州
の
幕
中
に
彼
を
訪
ね
、
隋
末
、
李
衛
公
が
紅
払
女
、
虯

髯
客
と
邂
逅
し
、
後
に
唐
の
太
宗
と
な
る
李
成
民
が
い
る
太
原
に
走
る
「
風
塵

三
侠
図
」
と
い
う
絵
を
作
り
贈
っ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
そ
の
制
作
の
途
中
、
こ
の
説
話
を
載
せ
る
『
剣
侠
伝
』
を
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少
時
愛
読
し
た
主
人
の
頼
み
を
聞
い
て
、
葺
衫
破
帽
の
姿
で
ロ
バ
に
跨
り
、
三

人
の
侠
客
と
共
に
風
雪
中
を
疾
駆
す
る
蒯
徳
模
自
身
の
姿
を
絵
の
中
に
挿
入
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

絵
に
注
文
を
付
け
た
蒯
徳
模
は
、
当
時
、
太
平
天
国
崩
壊
後
の
混
乱
を
収
拾

す
べ
く
、
県
の
役
人
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
な
が
ら
、
盗
賊
の
ア
ジ
ト
に
自
ら
乗
り

込
ん
で
捕
獲
す
る
と
い
う
任
侠
肌
の
人
物
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
て
い
た
が
、
三

侠
と
一
緒
に
な
っ
て
天
下
を
変
え
よ
う
と
い
う
少
年
の
頃
の
願
望
を
か
な
え
た

絵
の
仕
上
が
り
を
い
た
く
喜
び
、「
今
日
画
図
、
添
え
て
我
を
画
く
、
鞭
を
執

り
て
厭
わ
ず
、
風
塵
を
走
る
を
」
と
い
う
句
で
結
ぶ
詩
を
作
り
、
小
引
で
、
制

作
依
頼
の
経
緯
を
詳
し
く
綴
っ
て
い
る
。

余
は
少わ

か

き
こ
ろ
任
俠
を
喜
び
、
書
を
読
み
て
剣
俠
伝
の
李
衛
公
、
虯
髯
客

に
遇
う
一
事
に
至
れ
ば
、
未
だ
嘗
て
慨な

げ

か
ざ
る
に
あ
ら
ざ
ら
ん
乎
。
之
を

慕
い
て
謂お

も

う
に
、
世
に
安い
ず

く
に
其
の
人
な
る
者
を
得
ん
や
、
旦
暮
、
之
に

遇
わ
ば
、
余
は
之
が
為
め
に
鞭
を
執と

る
と
雖
も
、
忻
慕
す
る
所
な
ら
ん
焉

と
。
長
ず
る
に
及
び
て
世
変
に
遭
い
、
郷
団
を
練
兵
す
る
に
、
慷
慨
、
猶

お
少
年
の
意
気
の
ご
と
し
。
既
に
し
て
呉
門
に
筮
仕
し
、
一
官
の
束
縛
、

曩
時
の
豪
気
、
消
磨
し
て
殆
ん
ど
尽
く
。
然
れ
ど
も
一
た
び
悵
觸
す
る
毎

に
、
躍
躍
と
し
て
前
日
の
事
の
若
し
。
今
春
、
陳
子
崇
光
、
余
の
幕
中
に

客
し
、
為
め
に
三
俠
図
を
作
る
。
筆
墨
淋
漓
、
鬚
眉
甚
だ
古
し
。
少
時
に

遇
わ
ん
と
欲
っ
す
る
所
に
し
て
得
ざ
る
者
、
意
わ
ず
画
図
中
に
於
い
て
之

に
遇
え
り
。
爰
に
其か

れ

に
囑
し
て
余
の
像
を
補
い
入
れ
し
む
。
葺
衫
破
帽
、

蹇
驢
躑
躅
、
三
人
な
る
者
と
共
に
風
雪
中
に
馳
驅
す
る
を
得
る
は
、
亦
た

猶
お
少
時
の
志
の
ご
と
き
也
。
爰
に
其
の
縁
起
を
誌
し
、
并
び
に
之
に
繋

る
に
詩
を
以
て
す
。

�

（
蒯
徳
模
「
題
三
侠
図
」『
帯
耕
堂
遺
詩
』（『
続
修
四
庫
全
書
』
所
収
）
巻
三（
２
））

　

陳
崇
光
が
こ
の
時
期
す
で
に
、
依
頼
主
の
注
文
に
合
わ
せ
て
、
臨
機
応
変
に

絵
を
修
正
す
る
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
技
術
は
、
揚

州
の
先
輩
画
家
た
ち
か
ら
学
び
取
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。

三
、
堂
子
街
太
平
天
国
壁
画
山
水
図

　

一
八
五
三
年
に
、
南
京
に
攻
め
入
っ
た
太
平
軍
は
、
こ
こ
に
都
を
定
め
て
天

京
と
改
称
し
、
一
八
六
四
年
ま
で
こ
の
一
円
で
勢
力
を
保
持
す
る
。

　

合
肥
の
蒯
氏
に
身
を
寄
せ
る
よ
り
以
前
、
陳
崇
光
は
、
揚
州
の
他
の
画
家
た

ち
と
と
も
に
、
太
平
天
国
の
国
都
と
な
っ
た
南
京
に
赴
き
、
諸
王
府
の
壁
画
制

作
に
従
事
し
た
と
伝
え
ら
れ
る（
３
）。

　

そ
の
頃
の
彼
の
師
匠
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
の
が
虞ぐ

蟾せ
ん

で
あ
る
が
、
一
九
五
二

年
に
発
見
さ
れ
た
南
京
堂
子
街
の
太
平
天
国
壁
画
中
、
最
高
の
評
価
を
受
け
る

大
庁
墻
壁
面
の
山
水
図
四
幅
（
各
幅　

縱
二
七
〇
セ
ン
チ
余
り
、
横
約
二
〇
〇

セ
ン
チ
）
は
、
作
風
の
類
似
か
ら
虞
の
作
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

上
に
述
べ
た
陳
崇
光
の
作
画
法
に
関
連
し
て
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
山
水
図

が
、
そ
の
基
本
構
成
に
、
従
前
に
流
布
し
て
い
た
版
本
を
利
用
し
て
い
る
と
近

年
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

朱
滸
「
南
京
堂
子
街
太
平
天
国
壁
画
」（『
東
南
文
化
』
二
〇
〇
九
年
第
一
期
）

に
よ
れ
ば
、
四
幅
の
山
水
図
壁
画
は
、
姚
遷
主
編
『
太
平
天
国
壁
画
』（
文
物

出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
に
お
い
て
、「
防
江
望
楼
図
」、「
江
天
亭
立
図
」、「
山

亭
瀑
布
図
」、「
雲
帯
環
山
図
」
と
命
名
さ
れ
、
そ
の
序
文
で
、「
堂
子
街
の
『
防

江
望
楼
』
等
、
四
幅
の
大
壁
画
は
、
基
本
的
に
は
当
時
の
天
京
（
江
蘇
南
京
）
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郊
外
の
燕
子
磯
、
棲
霞
山
、
牛
首
山
、
及
び
長
江
沿
岸
の
写
生
作
品
で
あ
っ
て
、

新
た
な
一
組
の
江
山
賛
歌
で
あ
る（
４
）」
と
南
京
一
帯
の
景
勝
に
比
定
し
た
各
図
の

内
容
が
説
明
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
各
種
の
文
献
で
は
、
こ
の
命
名
が
踏
襲
さ

れ
て
き
て
い
る
と
い
う
。

　

し
か
し
、朱
氏
は
上
記
論
考
に
お
い
て
、明
清
時
代
に
流
布
し
た
版
本
の『
金

陵
図
詠
』
と
の
関
連
に
注
目
し
、

四
幅
の
山
水
壁
画
の
図
様
は
、
乾

隆
か
ら
同
治
に
か
け
て
の
版
本

「
金
陵
四
十
八
景
図
」
中
の
「
幕

府
登
高
」、「
燕
磯
夕
照
」、「
棲
霞

勝
境
」、「
牛
首
烟
嵐
」
を
そ
れ
ぞ

れ
原
型
と
し
て
お
り
、「
防
江
望

楼
図
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
名

称
が
定
着
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
し
て
も
、
残

り
の
三
幅
に
つ
い
て
は
、「
燕
磯

夕
照
図
」、「
棲
霞
勝
境
図
」、「
牛

首
烟
嵐
図
」
と
改
称
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
。

　

甚
だ
有
益
な
指
摘
で
、
発
見
以

来
、
太
平
天
国
壁
画
の
最
高
傑
作

と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
作
品
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
の
図
像
的
解
釈

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
進
展

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、

新
た
な
光
明
を
当
て
た
画
期
的
な
論
考
で
あ
る
。

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
原
型
の
同
定
に
は
、
検
討
の
余
地
が
多
分
に
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
「
防
江
望
楼
図
」
の
原
型
を
『
金
陵
図
詠
』
に
求
め
る
な
ら
ば
、「
幕

府
登
高
」よ
り
も
ふ
さ
わ
し
い
景
勝
が
他
に
あ
る
。
そ
れ
は
、「
龍
江
夜
雨
」で
、

四
十
八
景
図
に
先
行
す
る
四
十
景
図
に
す
で
に
入
っ
て
い
る
。
筆
者
の
考
え
で

は
、
少
な
く
と
も
「
防
江
望
楼
図
」、「
江
天
亭
立
図
」
に
つ
い
て
そ
の
原
型
を

求
め
る
場
合
、
時
代
を
遡
っ
て
、
明
末
に
朱
之
蕃
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
陸
寿

栢
原
図
の
版
本
「
金
陵
四
十
景
図
」
と
比
較
す
る
の
が
よ
り
有
効
で
あ
る
。

　

ま
た
「
雲
帯
環
山
図
」
の
原
型
は
、「
牛
首
烟
嵐
」
の
牛
首
山
で
は
な
く
、

晩
明
の
郭
存
仁
「
金
陵
八
景
図
巻
」（
万
暦
二
十
八
年
、
一
六
〇
〇
、
南
京
博

物
院
蔵
）
に
そ
の
第
一
景
「
鍾
阜
祥
雲
」（
図
3
）
と
し
て
描
か
れ
、
版
本
の
金

陵
四
十
景
に
お
い
て
も
、
明
末
の
陸
寿
栢
や
、
清
初
の
高
岑
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
「
鍾
阜
晴
雲
」、「
鍾
阜
山
」
の
題
で
、
共
に
第
一
景
と
し
て
描
か
れ
た
鍾

山
と
す
る
の
が
正
し
い
。

四
、『
金
陵
図
詠
』「
金
陵
四
十
景
図
」

　

朱
之
蕃
『
金
陵
図
詠
』
と
こ
れ
に
付
随
す
る
陸
寿
栢
原
図
「
金
陵
四
十
景
図
」

お
よ
び
こ
れ
を
踏
襲
す
る
高
岑
原
図
「
金
陵
四
十
景
図
」
に
つ
い
て
、
筆
者
は

二
〇
一
〇
年
十
一
月
、
澳
門
藝
術
博
物
館
で
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
秣
陵

煙
月
―
明
末
清
初
金
陵
画
派
書
画
学
術
研
討
会
」
に
お
い
て
、「『
金
陵
四
十
景
』

的
流
脈
―
―
従
陸
寿
栢
到
高
岑
」
と
い
う
題
目
で
発
表
し
た
が
、
そ
の
内
容
の

一
部
を
繰
り
返
し
て
述
べ
る
と
、
朱
之
蕃
が
、
陸
寿
栢
に
金
陵
四
十
景
図
を
描

か
せ
、
こ
れ
を
版
に
起
し
、『
金
陵
図
詠
』
一
巻
に
収
め
て
刊
行
し
た
の
は
、

図 3 　‌�郭存仁「金陵八景図巻」のうち「鍾阜祥雲」万暦二十八年（1600）紙本墨画淡彩　
南京博物院『中国古代書画図目』七（文物出版社　1989）より転載
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明
末
の
天
啓
三
年
（
一
六
二
三
）
の
十
二
月
よ
り
後
ま
も
な
く
の
こ
と
で
あ
る
。

　

朱
之
蕃
は
そ
の
序
文
で
、
概
略
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

金
陵
は
古
来
、
王
気
を
発
す
る
土
地
で
あ
っ
て
、
歴
代
の
都
城
と
し
て
栄
え
、

そ
の
景
勝
は
、
八
景
、
あ
る
い
は
十
六
景
と
し
て
賞
賛
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
か

に
も
た
く
さ
ん
の
名
勝
が
あ
っ
て
、
金
陵
全
体
の
景
勝
を
網
羅
す
る
に
は
十
分

な
数
で
は
な
い
の
を
惜
し
ま
れ
て
き
た
。
こ
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
自
分
は
、
そ

こ
で
、
こ
の
地
を
歩
き
回
り
、
関
係
す
る
紀
事
を
集
め
検
討
し
て
、
四
十
景
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
陸
寿
栢
に
頼
ん
で
、そ
の
場
所
に
足
を
運
ば
せ
、

図
に
描
き
撮
ら
せ
た
。
こ
れ
に
各
々
簡
単
な
説
明
（
小
引
）
と
詩
を
加
え
た
の

で
、
版
に
起
し
て
伝
え
よ
う
と
思
う（
５
）。

　

序
文
は
、天
啓
癸
亥
嘉
平
日（
天
啓
三
年
の
十
二
月
）に
書
か
れ
て
お
り
、『
金

陵
図
詠
』
自
体
そ
れ
ほ
ど
大
部
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
後
ま
も
な
く
刊

行
頒
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

四
十
景
の
名
称
と
順
番
は
次
の
通
り
。

1
：
鍾
阜
晴
雲　

2
：
石
城
霽
雪　

3
：
天
印
樵
歌　

4
：
秦
淮
漁
唱

5
：
白
鷺
春
潮　

6
：
烏
衣
晩
照　

7
：
鳳
台
秋
月　

8
：
龍
江
夜
雨

9
：
弘
済
江
流　

10
：
平
堤
湖
水　

11
：
雞
篭
雲
樹　

12
：
牛
首
烟
巒

13
：
桃
渡
臨
流　

14
：
杏
村
問
酒　

15
：
謝
墩
清
興　

16
：
獅
嶺
雄
観

17
：
棲
霞
勝
概　

18
：
雨
花
間
眺　

19
：
憑
虚
聴
雨　

20
：
天
壇
勒
騎

21
：
長
干
春
遊　

22
：
燕
磯
暁
望　

23
：
幕
府
仙
台　

24
：
達
摩
霊
洞

25
：
霊
谷
深
松　

26
：
清
凉
環
翠　

27
：
宿
巌
霊
石　

28
：
東
山
碁
墅

29
：
嘉
善
石
壁　

30
：
祈
沢
龍
池　

31
：
青
渓
游
舫　

32
：
虎
洞
幽
尋

33
：
星
岡
飲
興　

34
：
莫
愁
曠
覧　

35
：
報
恩
灯
塔　

36
：
天
界
経
魚

37
：
祖
堂
仏
跡　

38
：
花
巌
星
槎　

39
：
冶
麓
幽
棲　

40
：
長
橋
艶
賞

五
、「
江
天
亭
立
図
」
と
「
燕
磯
暁
望
」

　

さ
て
、
堂
子
街
壁
画
に
話
を
戻
し
、
山
水
図
四
幅
の
う
ち
、
誰
も
が
南
京
の

景
勝
と
気
付
く
「
江
天
亭
立
図
」（
図
4
）
を
最
初
に
取
り
上
げ
、「
金
陵
四
十

景
図
」
と
の
関
係
を
述
べ
て
み
た
い
。

図 4 　‌�「江天亭立図」（南京堂子街壁画）
縱273cm　横200cm　姚遷主編『太
平天国壁画』（文物出版社　1982）
より転載

図 5 　同前左右反転図
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大
江
に
臨
ん
で
、
鳥
が
羽
を
拡
げ
た
よ
う
に
三
面
に
山
塊
が
迫
り
出
し
て
い

る
の
は
、
南
京
北
郊
の
観
音
門
外
に
あ
る
奇
勝
、
燕
子
磯
と
見
な
し
て
間
違
い

な
い
。

　

し
か
し
、
朱
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
「
江

天
亭
立
図
」
は
、
明
清
の
版
本
や
肉
筆
本
に
写
さ
れ
た
燕
子
磯
の
通
常
の
景
観

と
は
異
な
り
、
そ
の
左
右
を
反
転
さ
せ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
左
右
反
転
さ
せ
た
「
江
天
亭
立
図
」（
図
5
）
を
、
陸
寿
栢
原
図
の

版
本
「
四
十
景
図
」
の
第
二
十
二
景
、「
燕
磯
暁
望
」（
図
6
・
7
）
と
並
べ
て
比

較
し
て
み
よ
う
。

　

陸
寿
栢
の
図
に
は
、
景
勝
の
標
題
の
み
な
ら
ず
点
景
の
名
称
が
標
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
朱
之
蕃
の
詩
文
と
も
対
応
し
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に

実
地
を
遊
歩
す
る
よ
う
な
感
覚
を
読
者
に
提
供
す
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
燕
磯
暁
望
」
に
題
さ
れ
た
朱
之
蕃
の
七
言
律
詩
の
小
引
に
は
、

在
城
北
観
音
門
外
、
乃
幕
府
諸
山
盡
脈
處
。
石
色
蒼
潤
、
形
勢

岈
。
直

探
江
中
、
波
濤
衝
激
、
三
面
盡
見
。
上
建
関
聖
祠
、
磴
道
盤
折
、
而
上
有

俯
江
亭
可
以
憩
飲
。
其
左
、
渡
港
穿
峡
、
即
弘
済
寺
、
通
龍
江
関
。
陸
路

浜
江
、
舟
車
遊
衍
無
間
也
。
横
江
鉄
鎖
、
尚
維
山
趾
。

と
あ
る
が
、
陸
寿
栢
の
図
に
は
、
観
音
門
、
関
聖
廟
、
俯
江
亭
、
燕
子
磯
、
呑

江
酔
石
、
燕
巣
の
名
称
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
点
景
の
取
捨
選
択
に
お
い
て
、

両
者
の
関
係
は
、
完
全
一
致
の
対
応
で
は
な
く
て
、
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
る
。

ま
た
四
十
景
中
の
他
の
景
勝
と
も
連
係
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
朱
之
蕃
の
小

引
が
、「
幕
府
仙
台
」、「
龍
江
夜
雨
」
と
の
つ
な
が
り
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
朱
之
蕃
は
、
読
者
の
便
宜
を
考
え
、
陳
沂
が
正
徳
十
一
年（
一
五
一
六
）

に
刊
行
し
た
『
金
陵
古
今
図
考
』
の
兵
部
署
再
刻
本
を
翻
刻
し
、
地
図
上
で
各

景
勝
の
位
置
関
係
が
把
握
で
き
る
よ
う
、『
金
陵
図
詠
』
と
の
合
併
本
を
出
版

し
て
い
る（
６
）。

　
「
江
天
亭
立
図
」
の
中
景
と
な
る
燕
子
磯
の
形
態
は
、
長
江
に
降
り
か
か
る

よ
う
な
「
燕
磯
暁
望
」
の
そ
れ
に
比
べ
て
や
や
垂
れ
た
穂
先
を
控
え
た
よ
う
に

図 6 　‌�陸寿栢原図「金陵四十景図」のう
ち「燕磯暁望」　朱之蕃『金陵図詠』

（天啓三年、1623、序）架蔵本

図 7 　‌�同前　台北国家図書館本　『中国方
志叢書』（台北　成文出版社　1983）
より転載

85



見
え
る
が
、
よ
く
似
て
い
る
。
近
景
を
樹
林
と
土
坡
で
大
き
く
占
め
る
の
は
、

こ
の
壁
画
四
幅
共
通
の
特
徴
で
あ
る
。
遠
景
に
対
岸
の
丘
陵
、
山
並
み
を
付
加

し
て
い
る
の
も
陸
寿
栢
原
図
と
は
異
な
る
。

　

俯
江
亭
に
あ
た
る
頂
上
の
亭
は
二
階
が
屋
根
付
き
の
テ
ラ
ス
と
な
っ
た
二
層

構
造
の
建
物
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
石
段
を
降
り
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た

関
聖
廟
は
、
民
家
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。

　

太
平
天
国
は
仏
教
や
道
教
を
否
定
し
、
各
地
で
仏
像
や
神
像
を
破
壊
し
て
い

た
が
、
そ
う
し
た
太
平
天
国
軍
の
思
想
統
制
に
対
応
し
た
変
更
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
民
家
の
屋
内
に
は
長
椅
子
が
置
か
れ
、
庭

先
に
は
一
対
の
鶏
が
向
き
合
い
、
今
ま
さ
に
闘
お
う
と
い
う
様
子
に
見
え
る

が
、
あ
た
り
に
は
人
物
が
見
当
ら
な
い
ば
か
り
か
、
図
全
体
を
見
渡
し
て
も
人

物
が
一
人
も
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

一
方
、
陸
寿
栢
の
図
（
図
6
・
7
）
で
は
、
俯
江
亭
内
、
石
段
上
、
関
聖
廟
手

前
の
橋
上
、
燕
子
磯
へ
の
入
り
口
と
な
る
観
音
門
の
手
前
と
い
っ
た
、
図
中
の

各
所
に
人
物
が
配
布
さ
れ
て
お
り
、
明
確
な
差
異
が
あ
る
。

　

人
物
が
い
な
い
と
い
う
の
は
、
四
幅
の
山
水
図
壁
画
全
体
に
共
通
す
る
。

　

か
つ
て
羅
爾
綱
は
、
こ
の
こ
と
か
ら
太
平
天
国
壁
画
の
制
度
を
記
載
し
た
滌

浮
道
人
『
金
陵
雑
記
』
の
「
不
准
絵
人
物
」（
人
物
を
描
く
を
許
さ
ず
）
と
い

う
一
条
を
引
き
合
い
に
、
こ
の
壁
画
は
、
そ
の
歴
史
的
証
明
で
あ
る
と
主
張
し

た（
７
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
各
地
で
発
見
さ
れ
た
太
平
天
国
時
代
の
壁
画
中
に
は
人
物

も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
反
論
が
出
さ
れ
、
姚
遷
主
編『
太
平
天
国
壁
画
』

の
解
説
で
は
、
写
実
よ
り
も
神
似
を
追
求
す
る
写
意
の
観
点
か
ら
、
堂
子
街
山

水
図
壁
画
に
対
す
る
羅
爾
綱
の
こ
う
し
た
考
え
は
否
定
さ
れ
て
い
る（
８
）。

　

し
か
し
、
陸
寿
栢
原
図
を
含
め
た
金
陵
図
詠
の
版
本
諸
本
で
は
、
人
数
の
多

寡
は
あ
る
も
の
の
、
必
ず
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
壁
画
四
幅
の
制
作
に

あ
た
っ
て
は
、
依
頼
者
側
か
ら
な
ん
ら
か
の
条
件
が
付
加
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

思
え
る
の
で
あ
る
。

六
、「
防
江
望
楼
図
」
と
「
龍
江
夜
雨
」

　
『
金
陵
図
詠
』「
龍
江
夜
雨
」
の
小
引
（
図
8
）
で
、
朱
之
蕃
は
次
の
よ
う
に

い
う
。在

府
城
西
南
儀
鳳
門
外
、
設
関
津
、
以
征
楚
蜀
材
木
、
備
脩
制
官
舫
之
用
。

百
貨
交
集
、
生
計
繁
盛
。
今
雖
凋
弊
、
而
穏
船
湖
蕩
、
臨
江
橋
梁
、
水
陸

兵
営
、
規
制
依
然
。
直
達
観
音
上
元
諸
門
、
連
接
弘
済
燕
磯
、
江
天
曠
望
、

景
称
最
勝
云
。

　
「
府
城
西
南
」
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
儀
鳳
門
は
、
明
の
応
天
府
（
南
京
）

図 8 　‌�朱之蕃「龍江夜雨」題詠　『金陵図
詠』架蔵本
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の
西
北
の
角
に
あ
り
、
そ
の
外
に
龍
江
関
と
い
う
関
津
（
関
所
と
渡
し
場
）
が

設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
は
、
南
京
の
玄
関
口
と
も
い
う
べ
き
、
水
陸
交
通
の

要
衝
で
あ
る
。
し
か
も
明
初
の
洪
武
年
間
に
は
、
龍
江
船
廠
と
い
う
官
弁
の
造

船
所
が
建
設
さ
れ
、
海
運
船
や
軍
船
を
建
造
し
て
い
た
。
中
国
各
地
よ
り
船
大

工
が
集
め
ら
れ
て
、
当
初
は
四
百
余
戸
が
居
住
し
、
活
況
を
呈
し
た
が
、
嘉
靖

三
十
年
頃
に
は
、
貧
困
の
故
に
、
そ
の
多
く
が
流
亡
し
、
戸
数
が
半
減
し
た
と

い
う（
９
）。

　

朱
之
蕃
が
、「
今
、
凋
弊
す
と
雖
も
」
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
情
況
を
説

明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
穏
船
湖
蕩
と
は
、「
穏
船
湖
」
と
い
う
長
江
の
水

を
引
き
入
れ
て
作
っ
た
人
造
湖
で
、『
江
南
通
志
』
巻
一
一
に
、「
穏
船
湖　

在

府
治
西
北
金
川
門
外
、
府
志
云
、
明
初
、
引
江
水
、
瀦
以
泊
舟
」
と
あ
る
。
臨

江
橋
梁
は
「
臨
江
橋
」。
朱
之
蕃
翻
刻
陳
沂
『
金
陵
古
今
図
考
』「
国
朝
都
城
図
」

（
図
10
）
で
府
治
の
西
北
、
上
元
門
の
北
側
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
朱
之
蕃

の
い
う
水
陸
兵
営
が
具
体
的
に
ど
の
地
域
を
指
す
の
か
明
確
で
は
な
い
が
、
こ

の
城
内
の
西
北
部
分
に
は
軍
営
が
点
在
し
て
い
た
こ
と
が
「
国
朝
都
城
図
」
に

よ
っ
て
わ
か
る
。
龍
江
関
の
一
帯
は
船
舶
や
生
活
物
資
集
散
の
場
で
あ
る
と
共

に
、
防
衛
上
、
重
要
な
軍
事
拠
点
で
も
あ
っ
た
。

　

陸
寿
栢
の
図
（
図
9
）
を
見
る
と
、
龍
江
夜
雨
の
標
題
に
合
わ
せ
、
前
景
に
配

置
さ
れ
た
龍
江
関
の
前
で
は
傘
を
差
し
て
歩
む
人
物
と
、
笠
と
蓑
を
着
け
四
手

網
を
打
つ
漁
翁
が
い
る
だ
け
で
、
夜
雨
の
閑
散
と
し
た
情
況
を
描
写
す
る
。
岸

辺
で
は
柳
が
枝
を
垂
れ
、
帆
を
降
ろ
し
て
停
泊
す
る
船
を
隠
し
て
い
る
。
水
路

の
向
こ
う
岸
に
、
小
さ
な
建
物
が
あ
り
、「
三
官
廟
」
の
名
が
付
さ
れ
て
い
る

の
は
、『
金
陵
玄
観
志
』
巻
三
・
獅
子
山
盧
龍
観
に
、「
小
廟　

三
官
廟　

在
都

城
外
、
西
城
地
。
去
所
領
盧
龍
観
二
里
、
定
淮
門
一
里
。
嘉
靖
年
建
。」
と
あ

る
小
廟
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
と
向
き
合
う
よ
う
に

楼
台
が
建
ち
、「
望
江
楼
」

の
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
背
後
に
立
つ
旗
竿
に
は

「
陸
営
」、
帯
状
の
雲
烟
を
は

さ
ん
だ
右
下
の
橋
に
は
「
流

江
橋
」
の
名
が
見
え
る
。

　

さ
て
、
こ
の
「
望
江
楼
」

で
あ
る
が
、
朱
之
蕃
が
天
啓

年
間
に
『
金
陵
図
詠
』
と
合

わ
せ
て
出
版
し
た
陳
沂
『
金

陵
古
今
図
考
』
の
「
国
朝
都
城
図
」（
図
10
）
で
は
、
盧
龍
山
（
獅
子
山
）
を
囲

う
城
門
の
外
側
、
外
金
川
門
の
西
側
に
「
望
江
楼
」
の
名
が
見
え
る
。

　

朱
之
蕃
が
出
版
し
た
陳
沂
『
金
陵
古
今
図
考
』
は
、
兵
部
署
の
再
刻
本
を
翻

刻
し
た
も
の
で
、
正
徳
の
原
刻
本
（『
四
庫
存
目
叢
書
』・
史
部
第
一
八
六
冊
所

図 9 　‌�陸寿栢原図「金陵四十景図」のうち
「龍江夜雨」　『金陵図詠』架蔵本

図10　‌�「国朝都城図」部分　朱之蕃翻刻陳沂『金
陵古今図考』架蔵本
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収
）
に
は
、「
望
江
楼
」
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
朱
之
蕃
の
識
語
に
よ
れ
ば
、

原
本
を
忠
実
に
写
し
、
陳
沂
の
図
説
や
序
文
は
あ
え
て
一
字
も
増
損
し
な
か
っ

た
と
述
べ
て
い
る
の
で
、「
国
朝
都
城
図
」
中
の
「
望
江
楼
」
の
記
載
も
兵
部

署
の
再
刻
本
に
従
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
観
光
案
内
で
は
、
南
京
の
望
江
楼
の
名
称
は
、
獅
子
山

上
の
閲
江
楼
と
混
同
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
閲
江
楼
は
、
明
の
太
祖
、
朱

元
璋
が
建
設
を
企
て
た
後
、
自
ら
撰
し
、
ま
た
宋
濂
に
作
ら
せ
た「
閲
江
楼
記
」

に
よ
っ
て
著
名
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
用
地
を
な
ら
し
た
段
階
で
建
設

を
止
め
て
い
る
。
楊
爾
曾
『
海
内
奇
観
』（
万
暦
三
十
七
年
、
一
六
〇
九
、
刻
）

が
「
金
陵
総
図
」
に
お
い
て
獅
子
山
頂
に
楼
台
を
描
き
、
閲
江
楼
の
名
を
付
し

て
い
る
の
は
、
絵
空
事
に
す
ぎ
な
い
。

　

獅
子
山
が
中
央
に
大
き
く
迫
り
出
す
、『
金
陵
図
詠
』「
獅
嶺
雄
観
」
の
陸
寿

栢
の
図（
図
11
）で
は
、
右
下
の
中
腹
に
は
盧
龍
観
が
建
つ
も
の
の
、
頂
上
に
は
、

建
物
が
な
く
、
長
江
眺
望
の
二
人
が
対
坐
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
「
国
朝
都
城
図
」
や
「
獅
嶺
雄
観
」
の
図
を
参
考
に
す
れ
ば
、「
龍
江
夜
雨
」

中
の
「
望
江
楼
」
は
、
獅
子
山
上
で
は
な
く
、
城
外
西
北
の
、
長
江
に
臨
む
岸

辺
に
建
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

顧
炎
武
『
天
下
郡
国
利
病
書
』
に
よ
れ
ば
、
嘉
靖
年
間
に
は
、
兵
部
に
よ
っ

て
「
望
江
楼
」
に
の
ろ
し
台
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、
沿
岸
警
備
の
軍
事
施
設
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
建
物
の
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。

　

堂
子
街
壁
画
山
水
図
四
幅
の
内
、「
防
江
望
楼
図
」（
図
12
）
は
、
主
要
な
景

物
と
し
て
太
平
天
国
時
期
の
望
楼
を
描
き
、
太
平
軍
の
軍
事
活
動
を
活
写
し
た

も
の
と
理
解
さ
れ
、
そ
の
歴
史
的
価
値
か
ら
と
り
わ
け
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。

　

望
楼
は
、
五
層
の
建
物
で
、
平
ら
な
屋
上
の
周
囲
に
は
欄
干
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
一
角
に
白
旗
の
は
た
め
く
の
ぼ
り
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　

羅
爾
綱
は
、「
南
京
堂
子
街
太
平
天
国
壁
画
調
査
記
」
に
お
い
て
、
太
平
軍

の
望
楼
を
記
述
し
た
種
々
の
文
献
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
ひ
と
つ
、
張
汝

南
「
金
陵
省
難
紀
略
」
で
は
、
翼
王
石
達
開
府
に
建
て
ら
れ
た
望
楼
を
説
明
し

た
件
に
、「
高
四
、
五
丈
、
五
層
之
上
、
又
有
平
台
、
凡
号
召
於
其
上
建
色
旗
、

図11　‌�陸寿栢原図「金陵四十景図」のうち
「獅嶺雄観」　『金陵図詠』架蔵本

図12　‌�「防江望楼図」（南京堂子街壁画）縱
277cm　横201.8cm　姚遷主編『太
平天国壁画』（文物出版社　1982）
より転載
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吹
螺
聚
衆
焉
」
と
あ
る
。

　
「
防
江
望
楼
図
」
は
下
半
を
大
き
く
損
傷
し
て
い
る
が
、
修
復
さ
れ
た
摸
本

（
図
13
）
に
よ
れ
ば
、
枝
を
垂
れ
る
柳
の
群
生
す
る
土
坡
が
右
手
か
ら
迫
り
出
し
、

そ
の
先
端
に
は
亭
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。

　

樹
林
が
図
の
下
辺
を
大
き
く
占
め
る
の
は
、
こ
の
壁
画
山
水
図
四
幅
の
共
通

し
た
特
色
で
あ
る
が
、
反
転
し
た
「
防
江
望
楼
図
」
修
復
摸
本
（
図
14
）
と
『
金

陵
図
詠
』
の
陸
寿
栢
「
龍
江
夜
雨
」
図
（
図
9
）
と
を
比
較
し
て
見
る
と
、
ま

さ
に
「
望
江
楼
」
の
位
置
に
、
太
平
軍
の
望
楼
が
ぴ
っ
た
り
と
納
ま
る
。

　
「
防
江
望
楼
図
」
は
『
金
陵
図
詠
』
の
「
龍
江
夜
雨
」
図
を
原
型
に
採
用
し
、

望
江
楼
と
帆
船
お
よ
び
岸
辺
の
柳
を
主
要
な
点
景
と
し
て
残
す
以
外
は
、
そ
の

多
く
の
点
景
を
削
ぎ
落
と
し
な
が
ら
、
岸
辺
の
柳
を
拡
大
し
、
明
時
代
の
望
江

楼
を
太
平
軍
の
望
楼
に
描
き
変
え
て
、
太
平
天
国
時
の
江
辺
の
光
景
に
巧
み
に

変
容
さ
せ
た
図
柄
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
て
こ
の
両
図
を
眺
め
る
と
、「
防
江
望
楼
図
」
の
江
上
を
走
る
二
枚

帆
の
帆
船
は
、「
龍
江
夜
雨
」
図
の
「
望
江
楼
」
と
「
三
官
廟
」
と
に
挟
ま
れ

た
水
路
を
走
る
帆
船
を
原
型
と
し
、
羅
爾
綱
が
、「
江
面
排
着
一
列
戦
船
、
船

檣
上
高
揚
旗
幟
」
と
描
写
す
る
光
景
は
、
龍
江
関
附
近
に
停
泊
す
る
船
舶
の
帆

柱
に
、「
陸
営
」
や
「
三
官
廟
」
の
旗
を
付
加
し
て
創
生
さ
れ
た
よ
う
に
思
え

る
の
で
あ
る
。

　

陸
寿
栢
の
図
は
夜
雨
の
景
色
と
い
う
こ
と
で
、
図
中
に
描
か
れ
た
人
物
は
、

網
を
打
つ
漁
翁
、
龍
江
関
前
で
傘
を
持
つ
人
と
帆
船
の
艫
に
坐
る
船
頭
の
三
人

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
防
江
望
楼
図
」
で
は
、
人
物
は
全
く
描
か
れ

て
い
な
い
。

　
「
江
天
亭
立
図
」
の
と
こ
ろ
で
既
に
述
べ
た
が
、
羅
爾
綱
は
こ
の
よ
う
な
無

人
の
景
を
奇
異
に
思
い
、
人
物
を
描
く
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
な
か
っ
た
太
平
天
国

時
期
の
壁
画
の
特
徴
で
あ
る
と
理
解
し
た（

（1
（

。

　

彼
の
こ
の
よ
う
な
考
え
に
対
し
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
写
実
よ
り
も
神

似
を
追
求
す
る
写
意
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
特
に
不
審
に
思
う
必
要
も
な
い
と

の
反
対
意
見
が
出
さ
れ
、
現
在
で
は
羅
爾
綱
の
指
摘
は
等
閑
に
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
壁
画
が
手
本
と
し
た
金
陵
四
十
景
図
に
お
い
て
は
、
船

図13　同前修復摸本図14　同前左右反転図
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中
の
船
頭
や
、
亭
中
の
游
客
が
存
在
し
な
が
ら
、
大
き
く
拡
大
し
て
描
か
れ
た

壁
画
中
で
は
全
く
省
略
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
依
頼
者
の
側
か
ら
何
ら

か
の
条
件
が
制
作
者
に
対
し
て
提
示
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な

か
ろ
う
か
。

七
、「
雲
帯
環
山
図
」
と
「
鍾
阜
晴
雲
」

　

次
に
、「
雲
帯
環
山
図
」（
図
15
）
で
あ
る
が
、
従
来
、
南
京
南
方
の
牛
首
山

を
描
い
た
と
さ
れ
、
朱
滸
氏
も
こ
れ
に
従
う
が
、『
金
陵
図
詠
』
と
の
比
較
で

言
え
ば
、
鍾
山
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

但
し
、「
江
天
亭
立
図
」
や
「
防
江
望
楼
図
」
が
左
右
逆
転
し
た
『
金
陵
図
詠
』

の
図
形
を
基
礎
に
し
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
そ
の
ま
ま
の
図
形
を
原
型
に
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
図
様
の
比
較
で
い
う
な
ら
ば
、
明
末
に
朱
之
蕃
が
陸
寿
栢

に
描
か
せ
た
金
陵
四
十
景
図
の
「
鍾
阜
晴
雲
」（
図
16
）
よ
り
も
、
こ
れ
を
手
本

に
清
初
の
『
江
寧
府
志
』（
康
煕
七
年
、
一
六
六
八
、
刊
）
に
収
載
さ
れ
た
高

岑
原
図
の
金
陵
四
十
景
図
の
「
鍾
阜
山
」（
図
17
）
に
よ
り
近
似
す
る
。

　
『
金
陵
図
詠
』・
鍾
阜
晴
雲
の
小
引
で
朱
之
蕃
は
、「
南
北
に
山
嶺
を
並
び
連

ね
、
其
の
形
は
龍
の
如
し
、
故
に
孔
明
称
し
て
鍾
山
龍
蟠
と
為
す
」
と
鍾
山
の

山
容
を
説
明
し
、
さ
ら
に
、「
日
夕
変
態
し
、
王
気
の
鍾あ

つ

ま
る
所
を
見
る
」
と
、

山
を
取
り
巻
く
雲
煙
を
形
容
す
る
。

　

三
国
時
代
、
赤
壁
の
戦
い
の
前
夜
、
劉
備
の
使
者
と
し
て
呉
に
や
っ
て
き
た

諸
葛
孔
明
は
、鍾
山
か
ら
石
頭
山（
今
の
清
凉
山
）へ
と
起
伏
す
る
金
陵（
南
京
）

の
地
勢
を
観
察
し
、「
鍾
山
龍
蟠
、
石
頭
虎
踞
、
真ま

こ
とに
帝
王
の
宅
な
り
」
と
称

賛
し
た
。
龍
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
よ
う
な
山
容
は
、鍾
山
が
単
一
峰
で
は
な
く
、

二
、
三
峰
が
集
合
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
清
初
の
余
賓
碩
は
、

「
両
峯
併
起
し
、
蜿
蜒
と
し
て
龍
の
如
し
」（「
鍾
山
」『
金
陵
覽
古
』）
と
い
い
、

現
代
の
蒋
賛
初
『
南
京
史
話
』（
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
）
に
よ
れ
ば
、

北
高
峰
（
海
抜
四
五
〇
ｍ
、
ま
た
は
四
六
八
ｍ
）、
小
茅
山
（
三
六
〇
ｍ
）、
天

堡
山
（
二
五
〇
ｍ
）
の
三
峰
か
ら
な
る
と
い
う
。

　

陸
寿
栢
の
「
鍾
阜
晴
雲
」
図
で
は
、
鍾
山
に
囲
わ
れ
る
よ
う
に
し
て
一
群
の

殿
閣
が
斜
め
向
き
に
建
ち
並
び
、
明
の
太
祖
の
陵
で
あ
る
「
孝
陵
」
の
名
が
付

図15　‌�「雲帯環山図」（南京堂子街壁画）縱
272cm　横201.5cm　姚遷主編『太
平天国壁画』（文物出版社　1982）
より転載

図16　‌�陸寿栢原図「金陵四十景図」の
うち「鍾阜晴雲」　『金陵図詠』
架蔵本
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さ
れ
て
い
る
。
周
囲
に
は
、
帝
王
の
気
を
集
め
た
よ
う
に
雲
煙
が
た
な
び
く
。

　
「
雲
帯
環
山
図
」
の
彎
曲
す
る
龍
の
背
中
の
よ
う
な
山
脈
と
、
湧
き
起
る
雲

煙
に
囲
わ
れ
、
斜
め
向
き
に
建
ち
並
ぶ
殿
閣
は
、
こ
の
陸
寿
栢
の「
鍾
阜
晴
雲
」

図
に
符
合
し
、
山
の
形
の
み
で
比
較
す
る
な
ら
ば
、
龍
の
背
び
れ
の
よ
う
な
稜

線
と
斧
劈
皴
の
よ
う
な
山
肌
は
、
高
岑
「
鍾
阜
山
」
図
に
由
来
す
る
か
の
よ
う

で
あ
る
。

　

四
幅
の
壁
画
山
水
図
は
す
べ
て
、
図
の
下
辺
か
ら
中
央
付
近
に
か
け
て
特
徴

の
あ
る
樹
木
が
配
布
さ
れ
る
が
、「
雲
帯
環
山
図
」
に
お
い
て
は
、
中
央
に
高

く
伸
び
上
が
っ
た
数
株
の
松
と
脇
を
固
め
る
柏
が
そ
の
役
割
を
担
う
。

　

鍾
山
は
も
と
も
と
林
木
が
少
な
か
っ
た
が
、
六
朝
の
晋
・
宋
の
時
代
に
、
刺

史
や
郡
守
の
職
を
罷
め
て
都
に
帰
っ
て
き
た
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
松
を
植
え
さ

せ
、
多
い
時
に
は
、
刺
史
一
人
で
三
千
株
に
上
っ
た
と
い
う（

（1
（

。

　

そ
う
し
た
努
力
の
結

果
、
鍾
山
は
、「
層
松
、

巌
を
飾
り
、
列
柏
、
望の

ぞ
みを

綺あ
や

ど
る
」（
余
賓
碩
「
鍾

山
」『
金
陵
覽
古
』）
と
形

容
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。

　

雲
間
に
隠
見
す
る
柏
樹

を
ま
じ
え
た
松
林
は
、
郭

存
仁
、
陸
寿
栢
、
高
岑
共

に
、
鍾
山
図
の
主
要
な
点

景
と
し
て
挿
入
さ
れ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
「
雲
帯
環
山

図
」
の
下
辺
を
細
視
す
る
と
、
雲
煙
の
下
に
水
の
流
れ
が
見
え
る
。
郭
・
陸
・

高
の
上
記
三
図
共
に
、
小
川
が
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
「
雲
帯
環

山
図
」
を
牛
首
山
図
で
は
な
く
、
鍾
山
図
に
比
定
す
る
理
由
で
あ
る
。

　
「
雲
帯
環
山
図
」
が
従
来
、
牛
首
山
図
と
み
な
さ
れ
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
は
、
高

く
盛
り
上
が
っ
た
主
峰
を
少
し
左
手
に
下
が
っ
た
あ
た
り
で
、
尾
根
が
切
れ
、
そ

の
奥
に
暗
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
峰

が
覗
い
て
、
二
峰
対
峙
の
山
に
も

見
え
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
牛

首
山
は
そ
の
名
の
通
り
、
牛
の
角

の
よ
う
に
二
峰
が
相
対
す
る
山
形

で
知
ら
れ
、
天
闕
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

朱
滸
「
南
京
堂
子
街
太
平
天

国
壁
画
」
は
、「
雲
帯
環
山
図
」

を
明
の
郭
典
「
金
陵
勝
景
図
巻
」

（
崇
禎
七
年
、
一
六
三
四
、
北
京

故
宮
博
物
院
）
と
比
較
し
て
、
牛

首
山
を
描
い
た
部
分
と
山
景
が
完

全
に
一
致
し
、
山
中
、
弘
覚
寺
の

七
重
の
塔
は
、
太
平
天
国
の
反
仏

教
観
念
を
反
映
し
て
宗
教
的
意
味

を
持
た
な
い
楼
閣
に
差
し
替
え
ら

れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
景
観
の

類
似
と
い
う
こ
と
で
注
目
す
る
な

ら
ば
、
む
し
ろ
そ
の
後
に
続
く
鍾

山
と
孝
陵
を
描
い
た
場
面
（
図
18
）

図17　‌�高岑原図「金陵四十景図」のうち「鍾阜山」　『江
寧府志』（康煕七年、1668、刊）浅草文庫旧蔵本

図18　‌�郭典「金陵勝景図巻」のうち鍾山・孝陵　崇禎七年（1634）　紙本墨画淡彩　 
北京故宮博物院　『金陵諸家絵画』（上海科学技術出版社・商務印書館〔香港〕2000）
より連載
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が
、
馬
蹄
形
に
彎
曲
し
た
山
並
み
が
斜
め
向
き
の
殿
閣
を
囲
う「
雲
帯
環
山
図
」

に
よ
り
近
似
す
る
。
特
に
雲
煙
の
表
現
に
お
い
て
、
郭
典
は
こ
の
鍾
山
・
孝
陵

の
段
で
の
み
、
墨
の
鈎
勒
線
を
用
い
て
棚
引
く
雲
、
即
ち
王
気
を
表
現
し
て
お

り
、
牛
首
山
を
含
め
た
他
段
で
の
留
白
の
霞
の
表
現
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

　

金
陵
図
詠
の
近
代
の
版
本
で
あ
る
「
長
干
里
客
金
陵
四
十
八
景
図
」
の
「
牛

首
烟
嵐
」
図
（
図
19
）
を
見

る
と
、
弘
覚
寺
を
抱
き
込

ん
だ
山
容
の
右
手
は
彎
曲

し
、「
雲
帯
環
山
図
」
に

近
似
し
て
い
る
よ
う
に
も

思
え
る
が
、
そ
の
祖
型
で

あ
る
べ
き
金
陵
四
十
景
図

の
陸
寿
栢
「
牛
首
烟
巒
」

図（
図
20
）、
高
岑「
牛
首
山
」

図
（
図
21
）
で
「
雲
帯
環
山

図
」
と
比
較
す
る
と
、
全

く
似
て
い
な
い
。
ま
た
牛
首

山
の
山
麓
を
覆
い
隠
す
よ
う

な
雲
煙
は
、
金
陵
四
十
景
の

諸
図
ば
か
り
か
、「
長
干
里
客

金
陵
四
十
八
景
図
」
に
お
い

て
も
顕
著
に
は
見
え
ず
、
や

は
り
「
雲
帯
環
山
図
」
は
「
鍾

阜
晴
雲
」
図
を
原
型
と
す
る

図
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

鍾
山
は
古
来
、
帝
都
南
京

の
中
心
と
し
て
尊
崇
さ
れ
、

金
陵
四
十
景
に
お
い
て
も
第

一
景
に
「
鍾
阜
晴
雲
」
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
南
京
を
国
都
と
す
る
太
平
天
国

軍
に
と
っ
て
も
、
鍾
山
は
国
の
繁
栄
を
約
束
す
る
重
要
な
山
と
考
え
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
。

　

そ
の
こ
と
を
思
え
ば
、「
防
江
望
楼
図
」
ほ
ど
著
名
で
は
な
い
も
の
の
、「
雲

帯
環
山
図
」
は
む
し
ろ
四
幅
の
山
水
図
を
代
表
す
る
一
幅
な
の
で
あ
る
。

八
、「
山
亭
瀑
布
図
」

　

最
後
の
「
山
亭
瀑
布
図
」（
図
22
）
は
、
紅
葉
し
た
樹
林
が
山
肌
を
覆
う
秋
景

山
水
で
あ
る
。

　

朱
氏
の
論
考
に
よ
れ
ば
、
原
画
の
精
密
な
調
査
の
後
、
作
成
さ
れ
た
摸
本
で

は
、
鮮
や
か
な
紅
色
が
復
元
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
橋
廊
の
下
を
く
ぐ
る

谷
川
の
景
観
は
棲
霞
山
下
の
様
子
と
も
一
致
す
る
と
い
う
。

図20　‌�陸寿栢原図「金陵四十景図」の
うち「牛首烟巒」　『金陵図詠』
架蔵本

図21　‌�高岑原図「金陵四十景図」のうち「牛首山」　
浅草文庫旧蔵本

図19　‌�「長干里客金陵四十八景図」のうち「牛
首烟嵐」
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し
か
し
、
山
の
中
腹
か
ら
瀑
布
が
流
れ
落
ち
る
景
観
は
、
金
陵
図
詠
の
四
十

景
図
や
四
十
八
景
図
中
に
は
、
見
当
た
ら
ず
、
山
の
姿
自
体
も
、
金
陵
図
詠
中

の
棲
霞
山
図
と
は
か
な
り
異
な
る
。

　

棲
霞
山
の
紅
葉
は
著
名
で
、
紅
葉
を
表
し
た
「
山
亭
瀑
布
図
」
を
棲
霞
山
図

と
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
金
陵
図
詠
を
原
型
に
取

り
入
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
何
か
別
の
図
柄
を
参
考
に
し
た
か
、
あ
る
い
は

特
に
手
本
を
用
い
ず
に
作
画
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

九
、‌�

堂
子
街
壁
画
山
水
図
四
幅
の
制
作
事
情
と
陳
崇
光
の 

作
画
法
と
の
関
係

　

以
上
、
堂
子
街
壁
画
の
山
水
図
四
幅
を
金
陵
図
詠
と
の
関
係
で
見
て
き
た

が
、
こ
れ
を
整
理
し
て
み
る
と
、
そ
の
関
係
に
は
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
江
天
立
亭
図
」
と
「
防
江
望
楼
図
」
で
は
金
陵
図
詠
の
版
本

の
左
右
反
転
し
た
図
柄
を
原
型
に
採
用
し
て
お
り
、
し
か
も
元
来
の
関
聖
廟
を

民
家
に
、
望
江
楼
を
太
平
天
国
軍
の
望
楼
に
と
、
比
較
的
目
立
つ
点
景
を
差
し

替
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
雲
帯
環
山
図
」
で
は
、
金
陵
図
詠
の
版
本
の
図
柄
を
、
反
転

せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
原
型
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
山
亭
瀑
布
図
」

に
お
い
て
は
、
金
陵
図
詠
と
の
関
連
す
ら
見
出
し
に
く
い
。

　

金
陵
図
詠
と
の
関
係
だ
け
で
見
る
な
ら
ば
、
四
幅
は
複
数
の
画
家
に
よ
っ
て

制
作
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
北
宗
風
の
山
水
様
式
や
、
下
半
に
樹
木
を

大
き
く
あ
し
ら
い
、
人
物
を
全
く
描
か
な
い
と
い
っ
た
表
現
様
式
は
統
一
さ
れ

て
お
り
、
従
来
一
人
の
画
家
に
よ
る
制
作
を
疑
う
も
の
は
い
な
い
。

　

但
し
、
一
人
の
画
家
が
統
括
し
な
が
ら
、
そ
の
下
絵
制
作
に
お
い
て
は
、
複

数
の
人
間
が
関
わ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
壁
画
が
描
か
れ
た
建
物
は
、
そ
の
規
模
か
ら
見
て
、
太
平
天
国
の
後
期

の
四
等
な
い
し
五
等
の
王
が
民
間
の
建
物
を
改
装
し
た
ち
っ
ぽ
け
な
王
府
で
あ

ろ
う
と
、
羅
爾
綱
は
推
定
し
て
い
る（

（1
（

。

　

何
を
根
拠
と
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
姚
遷
主
編
『
太
平
天
国
壁
画
』
の

解
説
に
よ
れ
ば
、
陳
崇
光
は
、
大
平
軍
が
第
二
次
に
揚
州
に
侵
攻
し
た
一
八
五

八
年
に
、
招
き
に
応
じ
て
南
京
に
入
り
、
諸
王
府
で
の
壁
画
制
作
に
従
事
し
た

と
い
う
。
師
と
さ
れ
る
虞
蟾
ら
主
だ
っ
た
揚
州
の
画
家
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
大

平
軍
第
一
次
揚
州
侵
攻
の
一
八
五
三
年
に
南
京
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
当
時
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
陳
崇
光
は
、
先
輩
た
ち
の
指
示
を
受
け
な
が
ら

壁
画
制
作
に
従
事
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

彼
と
堂
子
街
壁
画
の
山
水
図
四
幅
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
虞
蟾
が
そ

の
制
作
を
請
け
負
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
陳
崇
光
も
そ
の
下
働
き
で
制
作
に
関

わ
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。
金
陵
図
詠
の
古
版
本
を
基
本
に
し
な
が
ら
大
平

軍
の
活
動
を
図
中
に
盛
り
込
む
工
夫
が
誰
の
発
案
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い

が
、
当
時
の
陳
崇
光
が
そ
う
し
た
作
画
法
に
身
近
に
接
し
、
以
後
の
自
身
の
作

図22　‌�「山亭瀑布図」（南京堂子街壁画）縱
278.4cm　横199cm　姚遷主編『太平
天国壁画』（文物出版社　1982）より
転載
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画
法
に
活
用
し
て
い
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

〈
注
〉1	

黄
賓
虹
「（
陳
若
木　

崇
光
）
因
客
晥
中
蒯
氏
家
、
多
見
宋
元
名
人
真
蹟
、
沈
雄

渾
厚
」（「
金
石
詩
文
家
之
画
」）

2	

余
少
喜
任
俠
、
讀
書
至
剣
俠
傳
李
衛
公
遇
虯
髯
客
一
事
、
未
嘗
不
慨
乎
、
慕
之
謂
、

世
安
得
其
人
者
、
旦
暮
遇
之
、
余
雖
爲
之
執
鞭
、
所
忻
慕
焉
、
及
長
而
遭
世
變
、

練
兵
郷
團
、
慷
慨
猶
少
年
意
氣
、
既
而
筮
仕
呉
門
、
一
官
束
縛
、
曩
時
豪
氣
、
消

磨
殆
盡
、
然
毎
一
悵
觸
、
躍
躍
若
前
日
事
、
今
春
、
陳
子
崇
光
客
余
幕
中
、
爲
作

三
俠
圖
、
筆
墨
淋
漓
、
鬚
眉
甚
古
、
少
時
所
欲
遇
而
不
得
者
、
不
意
於
畫
圖
中
遇

之
、
爰
囑
其
補
入
余
像
、
葺
衫
破
帽
、
蹇
驢
躑
躅
、
得
與
三
人
者
共
馳
驅
於
風
雪

中
、
亦
猶
少
時
之
志
也
、
爰
誌
其
縁
起
、
并
繋
之
以
詩
。

	

紅
顔
白
面
妙
傳
神
、
草
草
論
交
結
契
新
。

	

小
婢
留
心
能
相
士
、
中
原
無
地
莫
容
身
。

	

天
涯
雨
雪
成
奇
會
、
兒
女
英
雄
盡
異
人
。

	

今
日
畫
圖
添
畫
我
、
執
鞭
不
厭
走
風
塵
。

	

蹇
驢
駿
馬
不
尋
常
、
看
到
棋
枰
局
正
忙
。

	

骨
相
終
輸
公
子
貴
、
眼
晴
獨
許
美
人
強
。

	

君
臣
早
識
皆
奇
傑
、
姉
妹
同
聯
亦
大
方
。

	

十
載
東
南
留
後
約
、
蒼
茫
回
首
海
天
長
。

3	

周
邨
「
四
、
揚
州
人
民
積
極
参
加
太
平
天
国
壁
画
和
刻
書
的
活
動
」『
大
平
軍
在

揚
州
』（
上
海
人
民
出
版
社　

一
九
五
七
年
）、
羅
爾
綱
「
揚
州
蒐
訪
記
」『
太
平

天
国
史
迹
調
査
集
』（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店　

一
九
五
八
年
）。

4	

堂
子
街
的
「
防
江
望
楼
」
等
四
幅
大
壁
画
、
基
本
上
是
当
時
天
京
郊
外
燕
子
磯
・

棲
霞
山
・
牛
首
山
和
長
江
辺
的
写
生
作
品
、
是
一
組
新
的
江
山
頌
歌
。

5	

金
陵
図
詠
序

	

宇
内
郡
邑
有
志
、
必
標
景
物
、
以
彰
形
勝
、
存
名
蹟
、
金
陵
自
秦
漢
六
朝
夙
称
佳

麗
、
至

	

聖
祖
開
基
定
鼎
、
始
符
千
古
王
気
、
而
龍
蟠
虎
踞
之
区
、
遂
朝
万
邦
、
制
六
合
、

鎬
洛
殽
函
不
足
言
雄
、
孟
門
湘
漢
未
能
争
鉅
矣
、
相
沿
以
八
景
十
六
景
著
称
、
題

咏
者
互
有
去
取
、
観
覧
者
毎
嘆
遺
珠
、
之
蕃
生
長
于
斯
、
既
有
厚
幸
而
養
痾
伏
処
、

毎
阻
游
踪
、
乃
蒐
討
紀
載
、
共
得
四
十
景
、
属
陸
生
寿
栢
策
蹇
浮
舠
、
躬
歴
其
境
、

図
写
逼
真
、
撮
挙
其
概
、
各
為
小
引
、
系
以
俚
句
、
梓
而
伝
焉
、
雖
才
短
調
庸
、

無
当
于
山
川
之
勝
、
而
按
図
索
徑
、
聊
足
寄
臥
遊
之
思
、
因
手
書
以
付
梓
人
、
題

数
語
、
以
弁
首
簡
、
貽
我
同
好
、
用
俟
賞
音
云
尓
、

	

天
啓
癸
亥
嘉
平
日
朱
之
蕃
書
｛
元
介
｝｛
朱
之
蕃
印
｝｛
状
元
天
官
｝

6	

『
金
陵
図
詠
』
一
巻
、『
金
陵
古
今
図
考
』
一
巻
、『
金
陵
雅
游
編
』
一
巻
を
合
わ

せ
た
合
併
三
巻
本
。

7	

羅
爾
綱
「
南
京
堂
子
街
太
平
天
国
壁
画
調
査
記
」・「
四
、
従
堂
子
街
壁
画
的
内
容

証
実
了
它
確
是
太
平
天
国
的
壁
画
」（『
太
平
天
国
史
迹
調
査
集
』
所
収
）。

8	

至
於
画
面
上
理
応
有
人
物
的
場
合
、却
没
有
人
物
出
現
、因
而
説「
不
准
絵
人
物
」、

這
也
是
不
足
為
据
的
。
要
知
道
中
国
画
的
特
点
在
写
意
、
追
求
神
似
、
并
不
刻
意

於
写
実
、
所
以
、
在
中
国
画
中
、
空
無
一
人
的
楼
台
亭
閣
、
無
人
操
縦
又
風
帆
満

張
的
帆
船
、
在
前
人
的
筆
下
早
已
有
之
、
并
不
是
始
見
於
太
平
天
国
壁
画
的
。
而

有
意
避
諱
人
物
的
做
法
、
在
南
京
明
故
宮
的
石
刻
中
也
已
出
現
。
因
此
、
対
於
這

一
点
也
是
不
能
過
於
拘
泥
的
。

9	

『
中
国
歴
史
大
辞
典
・
明
史
巻
』（
上
海
辞
書
出
版
社　

一
九
九
五
年
）
九
八
頁
。

10	

顧
炎
武
「
足
兵
訓
武
疏
」『
天
下
郡
国
利
病
書
』

	

查
嘉
靖
年
間
、
兵
部
因
事
預
防
、
有
四
面
营
盤
選
鋒
伏
場
之
建
、
南
如
石
子
崗
、

東
如
土
山
、
西
如
望
江
楼
、
北
如
仙
鶴
観
、
麒
麟
舖
、
東
山
寺
等
處
、
墩
臺
纍
纍
、

一
以
控
扼
地
形
、
一
以
埋
伏
人
馬
、
承
平
日
久
、
或
土
民
侵
占
、
或
荒
蕪
積
草
、

今
西
尚
有
、
而
東
南
北
三
面
曠
然
失
陷
、

11	

注
七
の
羅
爾
綱
「
調
査
記
」
に
、「
壁
画
上
必
須
有
人
物
或
応
該
有
人
物
的
地
方

都
不
絵
人
物
。
例
如
壁
画
上
絵
的
行
駛
着
的
帆
船
、
做
指
揮
用
的
望
楼
、
防
守
江

上
的
戦
船
、
都
必
須
有
人
；
江
辺
的
茅
亭
、
山
上
的
亭
子
、
都
応
該
有
人
、
而
壁

画
上
却
空
無
一
人
。
又
如
西
辺
第
二
壁
山
水
画
、
山
辺
有
一
間
小
屋
、
屋
内
横
擺

着
一
張
長
凳
、
門
前
正
有
両
個
鶏
相
闘
、
従
構
図
来
看
、
肯
定
的
応
該
有
人
坐
在

屋
内
長
凳
上
看
闘
鶏
、
但
屋
内
祇
絵
有
無
人
的
空
座
。
這
是
中
国
画
法
裏
所
少
見

的
、也
不
是
実
際
的
情
景
、所
以
在
画
面
上
表
現
出
十
分
独
特
的
格
調
。」と
あ
る
。

12	
『
景
定
建
康
志
』
巻
一
七
・
山
阜
・
鍾
山

	
蔣
山
本
少
林
木
、
東
晉
令
刺
史
罷
還
都
、
種
松
百
株
、
郡
守
五
十
株
、
宋
時
諸
州

刺
史
罷
職
還
者
、
栽
松
三
千
株
、
下
至
郡
守
各
有
差
、

13	

注
七
参
照
。
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